

仙台市では，平成２５年１１月から，意思の疎通が困難な重度の障害がある方が入院した場合に，コミュニケーション支援員を入院先に派遣し，入院時のコミュニケーションを支援する事業を開始します。
１　利用対象者
　　次の全てにあてはまる方。

①　仙台市内在住の在宅の方（入所施設に入所している方又はグループホームの入居者は除く。）

②　居宅介護又は重度訪問介護（障害者のホームヘルプサービス）を現に利用している方 

③　自力で意思疎通を図ることが困難で，病院スタッフとの間でコミュニケーション支援が必要な方（※申請時に，別に定めた要件に該当するか確認します。）
④　単身世帯の方又は家族が障害や病気，仕事等がある世帯の方
２　サービス内容
　日頃から本人を介護し，本人の意思を病院スタッフに伝えることができるホームヘルパーをコミュニケーション支援員として病院に派遣し，病室等で医師や看護師等，病院スタッフに本人の意思を伝える等のコミュニケーション支援を行います。

※　診療報酬の対象行為や身体介護，家事援助等の介護サービスの提供は対象外です。
３　コミュニケーション支援員になれる方

　　次の要件をすべて満たす方。

①　居宅介護又は重度訪問介護のいずれかの指定を受けている事業所のホームヘルパー

②　入院前に利用者への支援実績があり，利用者との意思疎通に熟達した方

４　利用期間及び利用時間
利用期間は１回の入院につき原則90日まで。

利用時間は入院日から30日目まで，31日目から60日目まで，61日目から90日目までごとに原則各50時間まで。 

５　利用者負担額
市民税課税世帯の方はサービスにかかる費用の１割が自己負担となります。市民税非課税・生活保護世帯の方は無料です。

（例）

	利用時間
	費用
	自己負担額

（課税世帯）
	自己負担額

（非課税・生保世帯）

	1時間
	1,875円
	187円 
	0円

	3時間
	5,615円 
	561円 
	0円

	5時間
	9,251円 
	925円 
	0円


　　※　入院先により，支援員派遣の交通費の負担が発生する場合があります。
６　申請先

　　お住まいの区の障害高齢課で手続きしてください。

７　利用方法
（利用申請・決定）　　
①　利用希望者は，普段利用している事業者に，入院した場合コミュニケーション支援員として派遣をお願いできるか確認のうえ，「申請書」をお住まいの区の障害高齢課に提出してください。
②　区障害高齢課は，対象者の要件等を確認し，利用決定通知書を申請者に送付します。
（入院する時）
③　コミュニケーション支援員を利用することについて，入院先の病院に「利用開始届」に承諾をいただいてください。


④　事業者と契約を結び，コミュニケーション支援員の派遣を依頼してください。
⑤　「利用開始届」と一緒に，事業者がコミュニケーション支援員を派遣すること等を承諾する旨の「委任状兼承諾書」をお住まいの区の障害高齢課に提出してください。
（退院した時）　　 　　　　　　　
　　


⑥　「利用終了届」をお住まいの区の障害高齢課に提出してください。
（各区障害高齢課）

	青葉区役所　　障害高齢課障害者支援係

〒980-8701　青葉区上杉一丁目5－1
	TEL：022－225-7211
（内線6751～７）

	宮城野区役所　障害高齢課障害者支援係

〒983-8601　宮城野区五輪二丁目12－35
	TEL：022－291-2111
（内線6751～７）

	若林区役所　　障害高齢課障害者支援係

〒984-8601　若林区保春院前丁3－1
	TEL：022－282-1111
（内線6751～6）

	太白区役所　　障害高齢課障害者支援係　　　　

〒982-8601　太白区長町南三丁目1－15
	TEL：022－247-1111
（内線6751～７）

	泉区役所　　　障害高齢課障害者支援係

〒981-3189　泉区泉中央二丁目1－1
	TEL：022－372-3111
（内線6751～７）


（事業に関するお問い合わせ先）
	健康福祉局　　障害者支援課

〒980-8671　青葉区国分町三丁目7－1
	TEL：022－214-8164


仙台市重度障害者入院時コミュニケーション支援事業の実施について








